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〈
資
料
紹
介
〉
守
山
の
御
寺
　
大
森
寺
所
蔵
の
岩
井
正
斎
作
品
に
つ
い
て�

朝
日
美
砂
子

キ
ー
ワ
ー
ド

大
森
寺　

岩
井
正
斎　

御
用
絵
師　

名
古
屋
城　

障
壁
画　

一
　
大
森
寺
と
岩
井
正
斎

　

名
古
屋
市
守
山
区
の
浄
土
宗
興
舊
山
歓
喜
院
大
森
寺
は
、
尾
張
二
代
藩
主
徳
川
光

友
の
生
母
乾
の
方
（
お
尉
、
歓
喜
院
。
寛
永
十
一
年･

一
六
三
四
没
）
の
菩
提
寺
で

あ
る
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）、
光
友
に
よ
り
、
江
戸
小
石
川
の
伝
通
院
内
に

創
建
さ
れ
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
乾
の
方
の
出
生
地
と
さ
れ
る
今
の
地
に
移

転
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
大
森
寺
第
二
十
六
世
観
誉
伸
一
御
住
職
の
御
厚
意
に
よ
り
、
御
寺
宝

を
拝
見
す
る
機
会
を
賜
っ
た
。
二
代
藩
主
光
友
は
じ
め
尾
張
藩
ゆ
か
り
の
書
画
が
数

多
く
蔵
さ
れ
る
中
で
、
光
を
放
つ
か
の
よ
う
な
近
世
絵
画
に
遇
目
で
き
た
た
め
、
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
。

　

紹
介
す
る
作
品
は
左
記
の
二
点
で
あ
る
。

作
品
①
「
耕
作
図
」　

一
幅　
　
　
　

口
絵
1

作
品
②
「
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」　

六
曲
一
双　
　

口
絵
2

①�

耕
作
図
は
、
横
幅
の
掛
軸
で
、「
正
斎
」
の
墨
書
が
あ
り
、『
詔
』『
信
』
朱
文
連

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
連
印
の
内
上
方
の
印
の
文
字
は
判
別
し
が
た
い
が
、「
詔
」

と
読
ん
で
お
く
。

②�

「
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」
は
、
金
箔
押
し
の
六
曲
屏
風
一
双
に
十
二
面

の
花
鳥
図
を
貼
り
こ
む
押
絵
貼
屏
風
で
、
二
面
に
「
正
斎
行
年
七
十
二
歳
筆
」
の

墨
書
が
あ
り
、『
正
斎
』
朱
文
円
印
と
『
詔
信
之
印
』
白
文
方
印
の
二
印
が
あ
る
。

　

二
作
品
と
も
に
箱
は
な
く
、大
森
寺
に
入
っ
た
経
緯
も
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
落
款
の
形
式
や
印
面
は
整
っ
て
お
り
、
印
の
朱
肉
も
良
質
で
、
正
斎
と
い

う
人
の
真
筆
と
し
て
疑
い
得
な
い
。

　

で
は
、
岩
井
正
斎
と
は
何
者
か
。

　

画
家
と
し
て
の
現
在
の
知
名
度
は
決
し
て
高
く
な
く
、
そ
の
作
品
が
市
場
に
出
て

売
買
さ
れ
る
こ
と
も
お
そ
ら
く
稀
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
名
古
屋
城
に
つ
い
て
い
さ

さ
か
で
も
知
ろ
う
と
す
る
者
な
ら
、そ
の
名
は
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

名
古
屋
城
に
関
す
る
基
本
的
文
献
で
あ
る
『
金
城
温
古
録
』
の
「
御
天
守
編
」
巻
末

に
、
岩
井
正
斎
の
筆
と
い
う
「
遠
見
絵
巻
」
が
写
し
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
江
戸
後
期
に
当
地
の
文
化
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
随
筆
類
に
も
、
正
斎

の
名
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
、
該
当
部
を
示
し
て
お
く
。

文
献
①
『
金
城
温
古
録
』
第
十
五
之
冊 

御
天
守
編
之
七　

圖
彙
部 

「
遠
見
繪
巻
物
寫

松
平
掃
部
頭
勝
長
卿
御
好 　

画
工　

御
附
御
茶
道　

岩
井
正
斎
筆

　

原
図
之
詞
書
に
曰
、

金
城
御
天
守
ヨ
リ　

大
君
四
方
ヲ
御
遠
覧
被
為

御
目
ノ
届
カ
セ
ラ
ル
ゝ
所
ヲ
岩
井
正
斎
ニ
命
ヲ
伝
ヘ
ラ
レ
テ

御
天
守
ヲ
中
央
ト
シ
テ
四
方
ノ
遠
景
ヲ
備
ニ
御
カ
カ
セ
ニ
ナ
リ
シ
真
圖
ナ
リ
ト
云
々

大
君
ハ　

明
公
御
弟
掃
部
頭
様
後
ニ
御
謚
号
亮
諦
院
殿
」

　
『
金
城
温
古
録
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
尾
張
藩
士
奥
村
得
義
が
編
ん
だ
名
古
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屋
城
百
科
と
い
う
べ
き
大
著
で
あ
る
。『
名
古
屋
叢
書
続
編（

（
（

』
に
お
け
る
翻
刻
で
は
、

山
田
秋
衛
の
言
葉
と
し
て
下
記
の
文
章
を
添
え
て
い
る
。

「
秋
衛
曰
、
勝
長
は
八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
に
し
て
、
九
代
宗
睦
の
弟
従
四
位
少
将

な
り
。
画
を
よ
く
し
、
鳳
山
と
号
す
。
又
曰
、
岩
井
正
斎
は
藩
の
御
茶
道
に
出
仕
す
、

狩
野
養
川
院
に
画
を
学
び
、
当
代
に
盛
名
あ
り
、
勝
長
の
画
師
た
り
。」

　

山
田
秋
衛
は
、
昭
和
の
名
古
屋
の
大
和
絵
画
壇
を
代
表
す
る
画
家
で
、
名
古
屋
城

や
尾
張
の
文
芸
・
有
職
故
実
に
関
す
る
研
究
家
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
『
名
古
屋
叢

書
』
で
は
遠
見
絵
巻
写
本
自
体
の
写
真
掲
載
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

文
献
②　

朝
倉
正
章
編
『
袂
草
』
巻
之
四（

（
（

 

「
△
白
菊
の
衣
掛
松
（
中
略
）
稲
葉
七
蔵
御
目
付
之
節
、
掃
部
頭
様
御
絵
師
岩
井
正

斎
に
命
じ
て
、
撥
面
の
図
を
写
さ
し
め
」

　
『
袂
草
』
は
、
名
古
屋
城
下
の
人
物
・
古
物
に
関
す
る
逸
話
を
集
め
た
随
筆
集
。

文
政
二
年
頃
の
起
筆
で
、
天
保
ま
で
の
見
聞
を
事
細
か
に
記
し
て
い
る
。

文
献
③　

有
松
庵
某
編
『
芳
濁
集
』
巻
之
四（

（
（

 

「
地
の
部　

画
家

岩
井
正
斎
之
墓　
　
　
　

逞
龍
山
西
蓮
寺

　

碑
ニ
曰

　

大
音
院
覚
誉
正
斎
居
士

　

享
和
元
年
酉
三
月
二
日　

　
　
　

題
註　

正
斎　

狩
野
家
ノ
画
人
」

　
『
芳
躅
集
』（
弘
化
四
年
序
跋
）
は
、
尾
張
の
著
名
人
を
葬
ら
れ
た
寺
ご
と
に
連
ね

る
も
の
で
、
本
史
料
に
よ
り
正
斎
の
没
年
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
正
妻
の
菩
提
寺

西
蓮
寺
に
は
狩
野
派
系
町
絵
師
で
あ
っ
た
吉
川
英
信
（
文
化
八
年
没
）、
美
信
（
天

保
八
年
没
）
父
子
も
葬
ら
れ
て
お
り
、
正
斎
と
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

文
献
④
桑
山
好
之
編
『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
巻
第
五
十
二（

（
（

 

「
新
道
筋

△
画
家　

狩
野
家　

岩
井
正
斎
」

　
『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
は
、
名
古
屋
城
下
の
地
誌
。
新
道
筋
（
駿
河
町
と
東
門
前

町
の
境
）
の
住
人
と
し
て
正
斎
を
あ
げ
、
狩
野
派
の
画
家
と
明
記
し
て
い
る
。

　

文
献
⑤
白
井
華
陽
編
『
画
乗
要
略
』
巻
三
（
天
保
二
年
・
一
八
三
一
序
）

　
「
岩
井
正
斎　

尾
張
人
学
狩
野
氏
筆
力
健
勃
」、

　

旧
名
古
屋
市
史
編
纂
時
の
資
料
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
市
史
本
の
中
の
「
名
古
屋
人
物

資
料
」（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
）
に
は
、
以
上
の
文
献
を
ま
と
め
た
と
思

し
き
記
載
が
あ
る
。

　

な
お
明
治
期
の
画
家
の
価
格
表
で
あ
る
石
塚
猪
男
編
『
日
本
書
画
評
価
表
』（
明

治
四
十
二
年
・
一
九
〇
九
刊
）
に
は
、
五
十
円
と
記
載
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
尾
張
南
画
の

雄
で
あ
る
山
本
梅
逸
・
彭
城
百
仙
は
百
五
十
円
と
い
う
評
価
額
で
あ
り
、
正
斎
は
彼

ら
の
三
分
の
一
の
額
で
は
あ
る
が
、
さ
ほ
ど
低
い
評
価
で
は
な
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
岩
井
正
斎
の
経
歴
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

①�

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
七
十
二
歳
以
上
で
没
し
た
。
よ
っ
て
生
ま
れ
は
享
保

十
五
年
（
一
七
三
〇
）
以
前
と
な
る
。

②
幕
府
御
絵
師
で
あ
る
狩
野
養
川
院
（
一
七
五
三
～
一
八
〇
八
）
に
絵
を
学
ぶ
。

③
住
居
は
、
名
古
屋
城
下
の
新
道
筋
。

④�

八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
で
九
代
宗
睦
の
弟
で
あ
っ
た
松
平
掃
部
守
勝
長
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（
一
七
三
七
～
一
八
一
一
・
号
鳳
山
）
に
絵
師
と
し
て
仕
え
、ま
た
画
技
を
教
え
る
。

⑤
勝
長
の
命
に
よ
り
名
古
屋
城
天
守
か
ら
見
え
る
四
方
の
景
を
描
く
。

⑥
勝
長
の
屋
敷
の
襖
絵
を
制
作
。

⑦
茶
道
方
と
し
て
尾
張
藩
に
出
仕
。
た
だ
し
藩
士
名
寄
類
に
正
斎
の
記
載
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
待
遇
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

正
斎
が
仕
え
た
松
平
掃
部
守
勝
長
は
、
八
代
藩
主
宗
勝
の
六
男
で
、
九
代
宗
睦
の

弟
に
あ
た
る
。
画
技
を
好
み
鳳
山
と
号
し
、
正
斎
に
絵
を
学
ん
だ
と
諸
書
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
歴
か
ら
、
正
斎
は
、
十
八
世
紀
後
半
、
す
な
わ
ち
明
和
・

安
永
・
天
明
年
間
の
、
横
井
也
有
や
内
藤
東
甫
な
ど
個
性
豊
か
な
人
々
が
書
画
や
俳

諧
な
ど
多
様
な
文
芸
を
楽
し
ん
で
い
た
時
代
、
勝
長
と
い
う
当
代
き
っ
て
の
上
流
文

化
人
に
画
家
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
背
景
と

環
境
を
考
慮
し
つ
つ
、
実
際
に
作
品
を
見
て
い
こ
う
。

二
　
大
森
寺
所
蔵
の
岩
井
正
斎
の
二
作
品

作
品
①　
「
耕
作
図
」　

一
幅　

紙
本
墨
画　

　
　
　
　
　
　

本
紙
縦
五
十
四
・
九
㎝　

横
九
十
二
・
七
㎝　

　

画
面
中
央
に
、
茅
葺
き
の
質
素
な
小
屋
で
く
つ
ろ
ぐ
老
高
士
を
描
き
、
傍
ら
に
、

酒
肴
ら
し
き
小
瓶
や
手
堤
籠
を
運
ぶ
従
者
を
配
す
る
大
横
物
。
人
物
の
右
に
は
蔬
菜

籠
を
天
秤
で
か
つ
ぎ
橋
を
渡
る
農
夫
、
左
に
は
田
に
水
を
入
れ
る
竜
骨
車
と
田
植
す

る
農
夫
を
添
え
て
い
る
。
細
部
描
写
は
緻
密
と
は
言
え
ず
正
確
さ
も
欠
く
が
、
職
業

人
物
の
結
髪
や
着
衣
は
中
国
式
で
、
竜
骨
車
も
中
国
の
揚
水
機
で
あ
り
、
中
国
の
耕

作
風
景
を
描
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
耕
作
図
と
は
、
中
国
南
宋
の
画
家
梁
楷
の
作
と
さ
れ
る
「
耕
織
図
巻
」

な
ど
の
中
国
絵
画
に
端
を
発
す
る
画
題
で
、
為
政
者
に
米
作
り
の
手
順
を
知
ら
し
め

る
鑑
戒
図
の
一
種
で
あ
る
。
四
季
感
覚

が
豊
か
で
米
と
い
う
日
本
で
最
重
要
視

さ
れ
た
作
物
を
主
題
に
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
日
本
で
は
と
く
に
好
ま
れ
、
障
壁

画
、
絵
巻
、
掛
軸
、
屏
風
な
ど
様
々
な

形
態
の
作
品
が
あ
る
。
基
本
的
に
漢
画

系
の
鑑
戒
図
で
あ
る
た
め
、
現
存
作
品

の
筆
者
は
漢
画
系
の
御
用
絵
師
集
団
で

あ
っ
た
狩
野
派
系
が
大
半
を
占
め
、
狩

野
派
に
お
け
る
絵
手
本（
粉
本
）に
よ
っ

て
同
じ
よ
う
な
構
図
の
作
品
が
描
き
継

が
れ
て
き
た
。
近
世
初
頭
に
お
け
る
代

表
例
が
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
黒
木
書
院

二
之
間
の
四
周
を
飾
っ
て
い
た
「
四
季

耕
作
図
襖
」
で
あ
り
、耕
作
図
の
伝
統
的
粉
本
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
森
寺
所
蔵
の
岩
井
正
斎
筆
「
耕
作
図
」
は
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
黒
木
書
院
の

耕
作
図
と
同
じ
よ
う
な
橋
上
人
物
や
田
植
え
の
風
景
を
描
い
て
お
り
、
大
局
的
に
は

狩
野
派
に
お
け
る
耕
作
図
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
わ
か
る
。
各
モ
チ
ー
フ
を
描
く
筆

使
い
も
、
梁
楷
様
を
意
識
し
た
屈
曲
の
多
い
筆
法
で
あ
る
。
ま
た
法
量
は
、
表
装
ま

で
入
る
と
横
幅
一
メ
ー
ト
ル
を
超
し
、
町
屋
で
は
な
く
武
家
の
屋
敷
の
大
床
に
掛
け

ら
れ
た
掛
軸
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
本
作
品
は
、
中
央
に
主
要
人
物
や
家
屋
を
配
し
両
脇
上
方
に
添
景
を
置

い
て
豊
か
な
奥
行
を
表
し
て
お
り
、
江
戸
後
期
に
量
産
さ
れ
た
狩
野
派
作
品
の
多
く

が
右
側
に
主
要
モ
チ
ー
フ
を
お
く
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
や
や
異
な
る
構
成
と

名古屋城本丸御殿黒木書院ニ之間襖 
「四季耕作図」【田植え】部分
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な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
士
が
酒
肴
を
差
し
出
さ
れ
る
図
も
、
本
来
の
耕
作
図
に
は

な
い
。
さ
ら
に
、
人
物
の
表
情
は
、
み
な
楽
し
げ
で
、
な
お
か
つ
野
卑
で
は
な
く
品

が
あ
る
。
狩
野
派
の
絵
手
本
や
筆
法
に
学
び
つ
つ
も
、
そ
の
規
範
か
ら
は
解
き
放
た

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
正
斎
の
個
性
を
看
守
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

作
品
②　

十
二
ヵ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風　
　

紙
本
墨
画
淡
彩　

　
　
　
　
　
　

各
本
紙
縦
百
二
十
一
・
九
㎝　

横
五
十
・
五
㎝

　

六
曲
一
双
の
屏
風
の
各
扇
に
十
二
ヵ
月
各
月
の
花
鳥
・
景
物
を
描
く
図
を
貼
る
も

の
で
、
定
型
的
な
押
絵
貼
屏
風
の
形
式
を
と
る
。
裏
面
に
修
理
銘
二
通
が
貼
ら
れ
て

お
り
。
寛
政
八
年
に
仕
立
て
ら
れ
、
明
治
四
十
五
年
熊
田
喜
平
治
の
寄
進
に
よ
り
修

理
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
年
大
洋
堂
星
崎
賢
三
に
よ
っ
て
再
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
熊
田
氏
と
は
、名
古
屋
城
下
の
著
名
な
油
商
で
、風
雅
な
屋
敷
を
構
え
、代
々

文
芸
に
深
い
理
解
を
も
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
現
状
を
記
し
て
お
こ
う
。
顔
料
の
剥
落
等
に
よ
り
植
物
名
が
確
定
し
が
た
い

も
の
が
多
く
、
画
題
は
あ
く
ま
で
も
仮
で
あ
る
。

右
隻
第
一
扇
「
御
簾
に
梅
花
生
図
」　

右
に
落
款
あ
り

右
隻
第
二
扇
「
三
日
月
に
鳥
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

右
隻
第
三
扇
「
墨
竹
図
」　

落
款
な
し

右
隻
第
四
扇
「
水
鶏
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

右
隻
第
五
扇
「
菊
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

右
隻
第
六
扇
「
雪
椿
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
一
扇
「
薄
に
蔦
図
」　

左
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
二
扇
「
月
下
松
に
梟
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
三
扇
「
野
分
図
（
雨
中
萩
図
）」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
四
扇
「
芦
雁
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
五
扇
「
奇
石
図
」　

右
に
印
の
み
あ
り

左
隻
第
六
扇
「
山
帰
来
に
鴛
鴦
図
」　

左
に
落
款
あ
り

　

こ
の
十
二
面
の
う
ち
、
右
隻
第
三
扇
の
墨
竹
図
は
、
落
款
が
な
く
紙
質
も
異
な
る
。

作
風
か
ら
正
斎
以
降
の
作
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
の
考
察
対
象
か
ら
外
し
て
お
く
。

　

押
絵
貼
屏
風
の
場
合
、
各
扇
（
面
）
の
落
款
は
、
本
来
奇
数
扇
で
は
右
側
、
偶
数

の
扇
で
は
左
側
に
あ
る
べ
き
だ
が
、
現
状
で
は
定
石
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
落
ち
着

か
な
い
。
ま
た
通
常
な
ら
雪
景
が
左
隻
左
端
（
第
六
扇
）
に
配
さ
れ
、
か
つ
署
名
が

為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
図
の
雪
景
で
あ
る
「
雪
椿
図
」
に
は
署
名
が
な
く
、

そ
の
た
め
か
右
隻
左
端
に
置
か
れ
て
お
り
、
季
節
が
う
ま
く
流
れ
な
い
。
よ
っ
て
明

治
以
降
の
修
理
時
の
錯
簡
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
季
節
と
落
款
の
配
置
を
考
慮
し
た

復
元
案
を
次
に
示
す
。

右
隻
第
一
扇
「
御
簾
に
梅
花
生
図
」　

右
に
落
款　

現
右
一

右
隻
第
二
扇
「
雪
椿
図
」　

左
に
印　

現
右
六

右
隻
第
三
扇
「
奇
石
図
」　

右
に
印　

現
左
五

右
隻
第
四
扇
「
墨
竹
図
」　

現
右
三

右
隻
第
五
扇
「
水
鶏
図
」　

右
に
印　

現
右
四

右
隻
第
六
扇
「
薄
に
蔦
図
」　

左
に
印　

現
左
一

左
隻
第
一
扇
「
野
分
図
」　

右
に
印
状
左
三

左
隻
第
二
扇
「
菊
図
」　

左
に
印　

現
状
右
五

左
隻
第
三
扇
「
月
下
松
に
梟
図
」　

右
に
印　

現
左
二

左
隻
第
四
扇
「
三
日
月
に
鳥
図
」　

左
に
印　

現
右
二

左
隻
第
五
扇
「
芦
雁
図
」　

右
に
印　

現
左
四

左
隻
第
六
扇
「
山
帰
来
に
鴛
鴦
図
」　

左
に
落
款　

現
左
六
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こ
の
復
元
案
で
は
、
右
隻
第
二
扇
に
「
雪
椿
図
」（
赤
い
花
を
椿
と
し
た
が
、
薔

薇
の
可
能
性
も
あ
る
）
が
来
る
こ
と
に
な
り
異
例
で
は
あ
る
が
、
赤
い
花
が
第
一
扇

の
花
生
図
と
呼
応
す
る
。
ま
た
左
隻
で
は
第
一
扇
「
野
分
図
」
の
萩
が
第
二
扇
「
菊

図
」
の
菊
と
呼
応
し
、
第
三
扇
「
月
下
松
に
梟
図
」
の
満
月
と
第
四
扇
「
三
日
月
に

鳥
図
」
の
三
日
月
に
呼
応
す
る
。
そ
れ
で
も
な
お
季
節
の
流
れ
に
疑
念
が
残
る
が
、

そ
れ
は
逆
に
、
本
作
品
が
よ
く
あ
る
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
が
た
め

に
他
な
ら
な
い
。

　

通
常
の
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
と
は
、
定
家
詠
十
二
月
和
歌
、
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
季

語
に
な
ら
っ
て
花
と
鳥
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
梅
に
鶯
、
桜
に
雉
、
藤
、
菖
蒲
と

続
い
て
い
く
。
本
作
品
十
二
面
の
内
、
最
初
の
「
御
簾
に
梅
花
生
図
」
は
御
簾
に
白

梅
を
生
け
た
花
生
と
椿
と
思
わ
れ
る
赤
い
花
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
、
珍
し
い
画

題
で
あ
る
。「
山
帰
来
に
鴛
鴦
図
」
に
つ
い
て
も
、
鴛
鴦
は
冬
の
景
と
し
て
よ
く
描

か
れ
る
が
、
山
帰
来
と
お
ぼ
し
き
植
物
と
の
組
み
合
わ
せ
は
珍
し
い
。
ま
た
身
を
寄

せ
合
う
鴛
鴦
の
夫
婦
の
描
写
に
は
、
通
常
の
景
物
画
に
は
な
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
愛

情
が
漂
っ
て
い
る
。「
月
下
松
に
梟
図
」
も
、
秋
の
満
月
に
照
ら
さ
れ
た
松
と
梟
と

い
う
珍
し
い
景
物
を
描
い
て
お
り
、
梟
の
表
情
は
飄
逸
で
、
孤
高
の
楽
し
さ
を
も
同

時
に
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
芦
雁
図
」
は
、
雁
が
真
下
に
落
下
す
る
と
い
う
、
俳

画
・
狂
画
風
の
諧
謔
的
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
水
鶏
図
」・「
菊
図
」「
野
分
図
」・「
芦
雁
図
」
は
よ
く
あ
る
画
題
で
あ
る
が
、「
菊

図
」
で
は
二
種
類
の
菊
を
描
き
分
け
る
な
ど
繊
細
な
観
察
眼
を
う
か
が
わ
せ
、「
野

分
図
」
は
強
い
風
と
瞬
間
的
な
降
雨
を
線
と
点
描
と
表
し
て
お
り
、
俳
諧
に
も
通
じ

る
鋭
敏
な
感
覚
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
作
品
は
、
定
型
的
で
は
な
い
景
物
を
気
ま
ま
に
取
り
入
れ
た
感
が

あ
る
。
ま
た
筆
法
や
構
図
は
狩
野
派
を
基
本
に
し
つ
つ
も
や
や
離
れ
、
彭
城
百
川
、

丹
羽
嘉
言
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
初
期
南
画
家
の
筆
法
に
き
わ
め
て
近
い
。
さ
ら
に
、
生

き
物
の
表
情
は
愛
ら
し
く
、
お
か
し
み
が
あ
り
、
下
卑
た
表
現
は
ま
っ
た
く
な
い
。

七
十
二
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
み
て
も
、
本
作
品
は
正
斎
の
画
業
の
到
達
点
と
見
て
よ

か
ろ
う
。

　

次
に
、
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
、「
遠
見
絵
巻
」
に
も
言
及
し
た
い
。

　
「
遠
見
絵
巻
」
と
は
、
松
平
勝
長
の
命
に
よ
り
正
斎
が
描
い
た
と
い
う
、
名
古
屋

城
天
守
か
ら
見
え
る
四
方
の
景
観
図
で
あ
る
。
原
本
は
所
在
不
明
で『
金
城
温
古
録
』

巻
十
五
に
収
録
さ
れ
る
写
本（

（
（

に
よ
っ
て
図
様
を
知
る
し
か
な
い
が
、
重
要
な
画
績
で

あ
る
の
で
考
察
し
て
お
く
。

　

周
知
の
ご
と
く
『
金
城
温
古
録
』
に
は
稿
本
・
献
上
本
・
校
訂
本
の
別
が
あ
り
、

当
該
の
巻
十
五
は
、
稿
本
が
公

益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
に
、
献

上
本
が
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

に
、
校
訂
本
が
名
古
屋
市
鶴
舞

中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
水
墨
と
淡
彩

で
描
く
も
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
名
古
屋
城
大
天
守

五
層
に
は
、
天
守
を
取
り
巻
く

山
や
村
を
図
や
文
字
で
示
し
た

「
天
守
方
角
幷
図
」
と
い
う
板

絵
類
が
備
え
ら
れ
、
歴
代
藩
主

が
巡
見
と
し
て
天
守
に
登
る
と

『金城温古録』第十五之冊 御天守編之七　圖彙部
名古屋市蓬左文庫蔵



12

き
の
地
名
判
定
の
補
助
と
さ
れ
て
い
た
。『
金
城
温
古
録
』巻
十
三
に
収
録
さ
れ
る「
天

守
方
角
幷
図
」
や
、
宝
暦
の
天
守
大
改
装
の
図
面
と
と
も
に
一
括
し
て
伝
世
す
る
個

人
蔵
「
御
天
守
上
見
通
絵
図
」
と
、「
遠
見
絵
巻
」
を
比
較
す
る
と
、
収
録
さ
れ
る

山
や
地
名
に
は
か
な
り
の
異
同
が
あ
り
、「
遠
見
絵
巻
」
が
先
行
す
る
「
天
守
方
角

幷
図
」
の
類
を
模
写
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
遠

見
絵
巻
」
で
は
、
た
と
え
ば
近
江
の
伊
吹
山
の
茫
洋
た
る
山
塊
や
、
美
濃
の
岐
阜
山

（
金
華
山
）
の
突
き
出
た
山
頂
な
ど
、
名
古
屋
か
ら
見
え
る
近
場
の
山
に
つ
い
て
は
、

特
徴
的
な
山
容
を
捉
え
て
お
り
、「
天
守
方
角
幷
図
」
類
よ
り
は
る
か
に
写
生
的
で

あ
る
。
た
だ
し
「
遠
見
絵
巻
」
は
、
猿
投
山
な
ど
の
低
山
を
直
下
か
ら
見
上
げ
る
よ

う
に
描
く
な
ど
、
視
点
が
一
定
で
は
な
い
。
一
方
で
、
加
賀
白
山
、
御
嶽
山
、
乗
鞍

岳
、
飛
騨
連
峰
（
北
ア
ル
プ
ス
）、
富
士
山
な
ど
、
遠
隔
地
の
山
々
も
数
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
遠
く
の
雪
山
と
し
て
う
っ
す
ら
と
描
く
の
み
で
、

概
念
的
描
写
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
「
遠
見
絵
巻
」
は
、
部
分
的
に
は
正
斎
の
実
写

を
も
と
に
し
、
既
存
の
絵
図
や
地
誌
、
名
所
図
会
の
類
を
広
く
参
考
に
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
『
金
城
温
古
録
』
に
収
録
さ
れ
る
「
遠
見
絵
巻
」
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、「
天
守
か
ら

勝
長
が
四
方
を
遠
覧
し
、
見
え
た
範
囲
を
正
斎
に
命
を
伝
え
、
備
え
と
し
て
四
方
の

遠
景
を
描
か
せ
た
真
図
」
と
い
う
。
こ
の
文
か
ら
は
、
正
斎
が
天
守
に
登
っ
た
の
で

は
な
く
、
天
守
か
ら
見
え
る
範
囲
を
勝
長
か
ら
聞
い
て
描
い
た
と
も
読
め
る
。
一
方

「
真
図
」
と
は
、
江
戸
期
は
「
真
景
図
」
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
、
現
在
の
写
生

図
と
ほ
ぼ
同
様
に
用
い
ら
れ
て
き
た
、
ま
た
、
藩
主
弟
た
る
勝
長
の
下
命
で
あ
れ
ば

正
斎
の
登
閣
は
内
々
に
許
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
と
も
か
く
も
正
斎
は
、
写
生

の
技
量
を
持
ち
、
ま
た
尾
張
を
中
心
と
し
た
地
誌
に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い
た
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
画
技
と
知
識
を
正
斎
は
い
か
に
し
て
身
に
つ
け
た
の
か
。
そ

の
考
察
の
前
に
、
正
斎
の
画
風
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

三
　
画
風
展
開

　

画
風
展
開
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
現
存
す
る
二
作
品
、
す
な
わ
ち
作
品
①
の

「
耕
作
図
」
と
作
品
②
の
「
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」
の
作
画
時
期
を
検
討

し
よ
う
。

　

作
品
①
の
作
画
時
期
は
未
詳
だ
が
、
署
名
の
書
体
は
相
対
的
に
見
て
楷
書
風
で
あ

り
、
②
の
署
名
は
行
書
風
で
あ
る
。
画
家
の
署
名
書
体
は
一
般
的
に
、
若
い
時
期
は

謹
直
な
楷
書
風
で
、
老
い
る
に
従
い
手
慣
れ
た
行
書
あ
る
い
は
個
性
的
な
草
書
へ
変

化
す
る
こ
と
が
多
い
。
よ
っ
て
①
の
署
名
は
、
②
と
比
較
し
て
若
い
時
期
の
書
体
と

考
え
ら
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
①
が
②
に
先
行
し
、
時
期
は
幅
広
く
中
年
期
と
見
て

お
く
。
作
品
②
の
「
十
二
ヵ
月
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」
は
、
七
十
二
歳
と
い
う
年
紀

か
ら
、
最
晩
年
の
作
と
見
ら
れ
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
正
斎
の
最
終
的
な
様
式
と
考

え
ら
れ
る
。

　

作
品
①
か
ら
②
へ
の
展
開
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

　

正
斎
が
狩
野
派
に
学
ん
だ
の
は
、
若
年
時
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
江
戸
期
の
狩
野

派
は
絵
を
学
ぶ
者
の
入
門
編
で
あ
っ
た
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
正
斎
も
お
そ
ら
く
、

狩
野
派
の
門
を
く
ぐ
り
、
い
く
ば
く
か
の
束
脩
を
渡
し
絵
手
本
を
貸
与
さ
れ
、
そ
の

模
写
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
諸
書
が
正
斎
の
師
と
し
て
伝
え
る
狩
野
惟
信

（
一
七
五
三
～
一
八
〇
八
）
は
、
木
挽
町
家
狩
野
七
代
家
当
主
で
幕
府
御
絵
師
筆
頭

で
あ
り
、
惟
信
に
直
接
学
べ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
惟
信
の
門
人
に
つ
い
た
程
度
か
も

し
れ
ず
、
ま
た
江
戸
の
狩
野
家
で
は
な
く
今
村
家
・
神
谷
家
の
よ
う
な
尾
張
藩
御
用

絵
師
、
あ
る
い
は
吉
川
家
の
よ
う
な
尾
張
の
町
狩
野
に
実
際
は
学
ん
だ
可
能
性
も
あ
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る（
（
（

。
と
も
か
く
も
何
ら
か
の
手
段
で
正
斎
は
狩
野
派
正
系
の
画
法
を
学
び
、①
の「
耕

作
図
」
は
そ
の
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、「
耕
作
図
」
に
す
で
に
漏
れ
出
て
い
る
よ
う
に
、
正
斎
に
は
自
由
闊
達

な
個
性
と
写
生
力
が
あ
り
、
ま
た
尾
張
藩
主
の
血
族
で
あ
る
松
平
勝
長
に
重
用
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
枠
に
は
ま
ら
な
い
志
向
と
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら
、
正
斎
は
、
狩
野
派

以
外
の
流
派
も
学
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
尾
張
で
盛
行
し
つ
つ

あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
初
期
南
画
や
俳
画
で
あ
り
、
ま
た
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
地
誌
や

各
流
派
の
絵
手
本
も
手
に
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
な
る
文
献
記
録
は

な
く
、
ま
た
直
接
的
な
模
倣
作
品
も
な
い
が
、
藩
内
の
上
級
武
士
や
文
化
人
と
交
流

し
、
多
様
な
画
風
や
教
養
知
識
を
吸
収
し
た
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
正
斎
と
い
う
今
は

ほ
ぼ
無
名
の
画
家
が
、
か
か
る
豊
か
な
環
境
に
身
を
置
け
た
の
で
あ
り
、
十
八
世
紀

後
半
の
名
古
屋
城
下
の
文
化
の
厚
み
と
広
が
り
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
藩
の
下
命

　

翻
っ
て
、
こ
の
豊
饒
な
文
化
は
、
名
古
屋
城
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
江
戸
後
期
の
画
壇
の
多
様
性
が
、
名
古
屋
城
内
の

御
殿
や
茶
室
の
襖
絵
や
、
そ
れ
ら
の
床
の
間
で
折
々
に
飾
ら
れ
る
絵
画
と
関
係
し
て

は
い
な
か
っ
た
か
。

　

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
障
壁
画
が
狩
野
貞
信
・
狩
野
探
幽
ら
幕
府
御
用
絵
師
で
あ
っ

た
狩
野
派
の
筆
頭
画
人
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
尾
張
藩
御
用
絵
師
の
大
半

が
狩
野
派
画
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
丸
御
殿
以
外
の
城
内
諸
建
造
物
も
狩
野
派

系
御
用
絵
師
に
よ
る
襖
絵
で
飾
ら
れ
て
い
た
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。筆
者
は
か
っ
て
、

南
蘋
派
と
い
う
狩
野
派
以
外
の
流
派
の
画
家
が
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
年
間
、
尾
張

藩
御
用
絵
師
に
抜
擢
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
た
が（

（
（

、
そ
れ
で
も
な
お
、
障
壁
画
揮
毫

や
下
賜
品
制
作
な
ど
の
藩
の
公
的
な
作
画
は
御
用
絵
師
に
な
っ
て
か
ら
命
じ
ら
れ
る

も
の
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
実
際
は
、
御
用
絵
師
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
藩
の
御
用
に
携
わ
っ

て
い
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
流
派
は
多
彩
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
十
一
月
十
五
日
、
尾
張
藩
十
代
藩
主
斉
朝

が
国
入
り
し
た
時
、
二
之
丸
御
殿
の
諸
室
や
二
之
丸
御
庭
の
茶
室
は
、
お
び
た
だ
し

い
数
の
書
画
や
道
具
で
飾
ら
れ
、
二
之
丸
御
殿
の
中
御
座
之
間
に
は
住
吉
慶
舟
、
梅

之
間
に
は
狩
野
探
信
と
い
う
和
漢
の
幕
府
御
用
絵
師
に
よ
る
掛
軸
が
掛
け
ら
れ
た

が
、
御
張
出
に
は
、
南
画
家
で
あ
る
山
本
梅
逸
（
一
七
八
三
～
一
八
五
六
）
の
「
四

季
草
木
之
画
」
が
掛
け
ら
れ
た（
（1
（

。
梅
逸
は
、
こ
の
時
四
十
四
歳
。
京
都
で
の
画
技
修

行
か
ら
名
古
屋
に
戻
っ
た
ば
か
り
で
、
人
気
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
あ
く

ま
で
も
市
井
の
一
南
画
家
で
あ
っ
た
。
御
張
出
に
掛
け
ら
れ
た
「
四
季
草
木
之
画
」

と
は
、
お
そ
ら
く
四
季
の
花
を
ぎ
っ
し
り
と
描
き
込
む
大
幅
で
、
梅
逸
お
家
芸
の
草

花
図
と
考
え
ら
れ
、
画
風
そ
の
も
の
に
よ
り
花
好
き
の
斉
朝
の
お
気
に
召
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
同
じ
頃
、
二
之
丸
御
庭
の
茶
亭
で
あ
る
多
春
園
に
、
松
野
梅
山

（
一
七
八
三
～
一
八
五
七
）と
東
梧
斎
寛
令
と
い
う
画
家
が
襖
絵
を
描
い
た
。梅
山
は
、

岩
井
正
斎
の
門
人
と
さ
れ
る
画
家
で
、
遺
品
は
比
較
的
多
い
が
、
い
わ
ゆ
る
町
狩
野

と
い
わ
れ
る
市
井
の
絵
師
で
あ
る
。
東
梧
斎
寛
令
は
、
一
橋
家
近
習
番
格
で
狩
野
融

川
寛
信
に
師
事
し
た
小
栗
寛
令
（
？
～
一
八
三
七
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
二

之
丸
御
庭
の
霜
傑
茶
屋
に
は
、
東
梧
斎
寛
令
に
加
え
楠
本
雪
渓
（
？
～
一
八
五
〇
）

と
い
う
南
蘋
派
画
家
が
襖
絵
を
描
い
て
お
り
、
作
画
時
期
は
雪
渓
が
藩
御
絵
師
見
習

に
抜
擢
さ
れ
る
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
着
目
す
べ
き
は
、
二
之
丸
御
殿
自
体
に
も
梅
山
、
梅
逸
ら
に
よ
る
障
壁
画
が
多
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数
存
在
し
た
事
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
二
之
丸
御
殿
・
御
庭
の
障
壁
画
に
つ
い
て
は
別
稿

で
詳
述
し
た
い
が
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
名
古
屋
城
の
障
壁
画
は
か
く
も
多
様
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
下
賜
品
の
例
と
し
て
は
、
幕
末
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
尾
張
藩
に
多

額
の
献
金
を
し
た
豪
商
富
農
が
下
御
深
井
御
庭
で
饗
応
さ
れ
た
際
、
褒
美
と
し
て
下

賜
さ
れ
た
掛
軸
に
、
板
谷
桂
意
、
高
倉
在
考
、
勝
野
范
古
（
？
～
一
七
五
八
）、
宋

紫
石
ら
、
南
画
、
大
和
絵
、
南
蘋
派
な
ど
江
戸
・
尾
張
・
京
都
に
ま
た
が
る
諸
派
に

よ
る
新
旧
雑
多
な
軸
が
混
在
し
て
い
た（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
藩
士
名
寄
の
類
に
は
記
載
さ
れ
な
い
町
絵
師
に
よ
る
障
壁
画
や
掛

軸
が
、
尾
張
藩
主
の
周
り
を
飾
り
、
ま
た
藩
主
か
ら
の
あ
り
が
た
い
褒
美
と
し
て
町

人
に
下
賜
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

狩
野
派
や
御
用
絵
師
と
町
絵
師
と
の
、
名
古
屋
城
内
に
お
け
る
作
画
場
面
の
区
別

や
変
遷
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
岩
井
正
斎
が
「
遠
見
絵
巻
」
を
描

き
得
た
の
は
、
大
局
的
に
は
尾
張
藩
内
で
の
絵
画
活
動
の
多
様
性
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
多
様
性
に
は
藩
主
の
意
思
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

本
小
論
の
本
題
で
あ
る
正
斎
作
品
の
伸
び
や
か
な
表
現
が
、
こ
の
多
様
性
に
直
接

結
び
付
く
訳
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
、
尾
張
の
絵
画
史
に
お
い
て
忘
れ
去
ら

れ
が
ち
な
正
斎
に
し
て
か
か
る
闊
達
な
作
品
を
描
き
得
た
の
は
、
尾
張
の
画
壇
の
層

の
厚
さ
を
物
語
る
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ま
た
名
古
屋
城
内
の
御
殿
や
茶
室
を
か
つ

て
飾
っ
て
い
た
障
壁
画
や
掛
軸
の
豊
か
さ
と
無
縁
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
初
期
に
建

て
ら
れ
た
本
丸
御
殿
の
障
壁
画
筆
者
比
定
を
狩
野
派
の
序
列
と
格
式
に
よ
り
論
じ
る

こ
と
は
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
図
式
を
江
戸
時
代
後
期
の
二
之
丸
御
殿

の
空
間
構
想
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
危
険
な
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
御

殿
障
壁
画
全
て
を
御
用
絵
師
や
狩
野
派
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
語
る
こ
と
は
も
と

よ
り
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
す
が
、
大
森
寺
所
蔵
の
正
斎
の
二
作
品
は
、
気
品
が
あ
り
、
ま
た
自
由
で
、

個
性
的
で
あ
る
。
名
古
屋
の
古
刹
の
多
く
が
明
治
維
新
や
空
襲
に
よ
り
寺
宝
を
失
っ

て
き
た
中
で
、
大
森
寺
に
お
か
れ
て
は
、
尾
張
画
壇
の
真
髄
と
も
い
え
る
作
品
を
今

ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

註（
1
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
続
編
』
第
十
三
巻
（
一
九
六
五
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編

集
発
行
）
に
翻
刻
掲
載
。

（
2
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』
第
二
十
三
巻
（
一
九
六
四
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集

発
行
）
に
翻
刻
掲
載
。
名
古
屋
城
の
榧
に
つ
い
て
「
御
深
井
丸
之
榧　

西
御
堀
端
よ
り
見
ゆ
る
榧
の
大

樹
あ
り
。
此
所
、
元
は
名
古
屋
庄
屋
が
宅
に
て
、
庭
前
の
木
に
て
あ
り
し
と
伝
ふ
」
と
記
す
な
ど
、
多

彩
な
記
事
に
あ
ふ
れ
る
。

（
3
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』
第
二
十
五
巻
（
一
九
六
四
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集

発
行
）
に
翻
刻
掲
載
。

（
4
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
。『
名
古
屋
叢
書
』
第
六
巻
（
一
九
五
九
年　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
）

に
翻
刻
掲
載
。

（
5
）�

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館（
青
木
文
庫
）。
東
京
文
化
財
研
究
所「
明
治
大
正
期
書
画
家
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
参
照
。

（
6
）�

名
古
屋
市
博
物
館
・
徳
川
美
術
館
に
も
別
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
7
）�『
金
城
温
古
録
』
に
よ
れ
ば
、
天
守
の
鍵
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
掃
除
や
風
入
れ
の
た
め
毎
月

二
回
は
鍵
奉
行
の
裁
許
の
も
と
同
心
計
十
名
が
最
上
階
ま
で
登
っ
て
い
た
。

（
8
）�

尾
張
の
狩
野
派
と
御
用
絵
師
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
展
覧
会
図
録
「
部
門
展　

尾
張
の
絵
画
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史　

狩
野
派
の
画
人
た
ち
」（
昭
和
六
十
二
年　

編
集
発
行
名
古
屋
市
博
物
館
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）�「
尾
張
藩
御
用
絵
師
と
南
蘋
派
」『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
号　

一
九
九
〇
年	

（
10
）�

徳
川
林
政
正
史
研
究
所
蔵
「
尾
州
御
留
守
日
記
」
文
政
九
年
十
一
月
十
五
日
条
。

（
11
）�

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「
張
出
留
」
お
よ
び
実
物
資
料
に
よ
る
。
ま
た
現
存
す
る
竹
長
押
茶
屋
の
障
壁

画
は
霜
傑
茶
屋
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）�

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
青
窓
紀
聞　

巻
四
十
四　

上
」（
水
野
正
信
編
）・
個
人
蔵
「
嘉
永
六
年
藩
侯

御
招
待
ノ
時
ノ
記
録
」
に
よ
る
。「
嘉
永
六
年
藩
侯
御
招
待
ノ
時
ノ
記
録
」
は
、
名
古
屋
城
西
の
丸
御
蔵

城
宝
館
企
画
展
「
家
康
と
ご
は
ん　

名
古
屋
城
で
い
た
だ
き
ま
す
」（
会
期
令
和
五
年
一
月
一
日
～
三
月

五
日
）
で
公
開
。
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